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新機能と更新情報 
次の表は、この最新リリースまでの主な変更点の概要を示したものです。ただし、今リリースまで

の変更点や新機能の一部は表に記載されていません。 
 

リリース バージョ

ン 
特長 説明 

NDFC リリース 
12.1.3 

再編成されたコン

テンツ 
このドキュメント内のコンテンツは元来 『Cisco NDFC-
Fabric Controller 構成ガイド』  または 『Cisco NDFC-
SAN Controller 構成ガイド』 で提供されました。 
リリース 12.1.3 以降、このコンテンツは現在、このドキュメ

ントでのみ提供されており、これらのドキュメントでは提供

されなくなっています。 
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拡張クラシック LAN ファブリックの作成 
このドキュメントでは、拡張クラシック LAN ファブリック テンプレートを使用して新しい拡張クラ

シック LAN ファブリックを作成する方法について説明します。 

このドキュメントでは、拡張クラシック LAN ファブリックテンプレートに表示されるフィールドに

特化した情報を提供することに注意してください。拡張クラシック LAN ファブリック テンプレート

を使用した NDFC でのレガシー/クラシック ネットワークの管理に関する詳細な手順については、

Managing Legacy/Classic  Networks in Cisco Nexus Dashboard Controller ドキュメントを参照してく

ださい。 

1. [LAN ファブリック（LAN Fabrics)] ページ に移動します： 
 

[ローカルエリアネットワーク（LAN）] > [ファブリック（Fabric）] 
 

2. [アクション（Action）] > [ファブリックを作成（ Create Fabric）]をクリックします。 
 

[ファブリックの作成（Create Fabric）] ウィンドウが表示されます。 
 

3. [ファブリック名（Fabric Name）] フィールドにファブリックの一意の名前を入力し、[ファブリ

ックの選択（Choose Fabric）] をクリックします。  
 

使用可能なすべてのファブリック テンプレートのリストが表示されます。 
 

4. ファブリック テンプレートの使用可能なリストから、拡張クラシック LAN テンプレートを選択

し、[選択（Select）] をクリックします。 

5. ファブリックを作成するために必要なフィールド値を入力します。 
 

画面のタブとそのフィールドについては、次のセクションで説明されています。ファブリック 
レベルのパラメータは、これらのタブに含まれています。 

◦ 一般的なパラメータ 

◦ スパニングツリー 

◦ VPC 

◦ Protocols 

◦ 詳細設定 

◦ 関連資料 

◦ 管理性（Manageability） 

◦ ブートストラップ 

◦ コンフィギュレーションのバックアップ 

◦ Flow Monitor 

6. 必要な構成が完了したら [保存（Save）] をクリックします。 

◦ [ファブリック（Fabric）] をクリックして、スライドイン ペインに概要を表示します。 

◦ [起動（Launch）] アイコンをクリックして、[ファブリックの概要（Fabric Overview）]を表示

します。 

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndfc/use-case/ndfc-for-legacy_classic-networks.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndfc/use-case/ndfc-for-legacy_classic-networks.html
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一般的なパラメータ 
デフォルトでは、[全般パラメータ（General Parameters）] タブが表示されます。次のテーブルにこ

のタブのフィールドが説明されています。 
 

フィールド 説明 

First Hop Redundancy 
Protocol（FHRP） 

FHRP プロトコルを指定します。オプションは、次のとおりです。 
 

• なし（none）レイヤ 2 のみが必要な場合は、このオプションを選択し

ます。  

• hsrp 

• vrrp 

• vrrpv3 

ルーティング プロトコ

ル 
VRF-Lite Agg-Core/Edge または Collapsed Core：WAN ピアリング プロト

コル オプションを指定します。オプションは、次のとおりです。 

• ebgp 

• ospf 

• none：none オプションが選択されている場合、NDFC はピアリング

プロトコルを設定しません。必要に応じて、このオプションを使用し

てピアリング プロトコルを手動で設定する必要があります。 

BGP ASN [ルーティングプロトコル（Routing Protocol）] で ebgp を選択した場

合、このフィールドは編集可能になります。  
field. 

 
ファブリックが関連付けられている BGP AS 番号を入力します。これ

は、既存のファブリックと同じである必要があります。 

パフォーマンス モニタ

リングを有効化

 （EnablePerf
ormance Monitoring） 

オンにすると、パフォーマンス モニタリングが有効になります。 

 
次の作業：必要に応じて別のタブで構成を完了するか、このファブリックに必要な構成が完了した

ら [保存（Save）] をクリックします。  
 

スパニングツリー 
次の表では、[スパニング ツリー（Spanning Tree ）] タブのフィールドについて説明します。す

べてのフィールドは、シスコが推奨するベストプラクティスの構成に基づいて自動的に入力され

ますが、必要に応じてフィールドを更新できます。 
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フィールド 説明 

スパニング  ツリ

ー  ルート ブ
リッジ プロトコル

（Spanning Tree Root 
Bridge Protocol） 

ルート ブリッジの設定に使用するプロトコルを指定します。オプション

は次のとおりです。 
 

• rpvst+：VLAN ごとの高速スパニング ツリー（RPVST） 

• mst：多重スパニング ツリー 

• unmanaged（デフォルト）：NDFC によって管理されない STP ルー

ト 
 

   スパニングツリー設定とブリッジ設定は、集約レイヤの
みで適用できます。  

スパニングツリー 
VLAN 範囲 （Spanning 
Tree VLAN Range） 

VLAN 範囲を指定します。例： 
 
1, 3-5, 7, 9-11 

 
デフォルト値は 1 ～ 3967 です。集約デバイスにのみ適用されます。 

MST インスタンス範囲

（MST Instance Range） 
MST インスタンス範囲を指定します。例：0-

3,5,7-9 

デフォルト値は 0 です。集約デバイスにのみ適用されます。 

スパニング ツリー ブ
リッジ優先度

（Spanning Tree 
Bridge Priority） 

スパニング ツリーのブリッジ優先度を 4096 の倍数で指定します。集約

デバイスにのみ適用されます。 

スパニングツリー 
Hello 間隔（Spanning 
Tree Hello Interval） 

構成スパニングツリー ブリッジ プロトコル データ ユニット（BPDU）

の生成間隔を秒数で設定します。 

デフォルト値は 2 です。集約デバイスにのみ適用されます。 

スパニング  ツ
リー転送遅延（Delay 
SpanningTree 
Forward Delay） 

転送遅延タイマーを秒数で設定します。 
 
デフォルト値は 15 です。集約デバイスにのみ適用されます。 

スパニング  ツリー 最
大エージング間隔

（Spanning Tree Max 
Age Interval） 

スパニングツリーのブリッジ プロトコル データ ユニット（BPDU）で情

報が有効である最大期間を秒数で設定します。 

デフォルト値は 20 です。集約デバイスにのみ適用されます。 

スパニング  ツ
リー パスコスト方式

（SpanningTree 
Pathcost Method） 

オプションは次のとおりです。 
 

• 短（short）：（デフォルト）:デフォルトのポート パス コストに 16 
ビット ベースの値を使用します。 

• 長（long）：デフォルトのポート パス コストに 32 ビット ベースの値

を使用します。 
 
集約デバイスにのみ適用されます。 

 

次の作業：必要に応じて別のタブで構成を完了するか、このファブリックに必要な構成が完了した
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ら [保存（Save）] をクリックします。  
 

VPC 
次の表では、[VPC] タブのフィールドについて説明します。すべてのフィールドが自動的に 

Cisco が推奨するベストプラクティスの構成に基づいて入力されますが、必要に応じてフィールドを

更新できます。 
 

フィールド 説明 

vPC  自動 回復時間

（vPC Auto Recovery 
Time） 

vPC 自動回復タイムアウト時間を秒単位で指定します。 
 

• 最小値：240 

• 最大値：3600 

vPC  遅延 復元時

間（vPC Delay Restore 
Time） 

vPC 遅延復元期間を秒単位で指定します。 
 

• 最小値：1 

• 最大値：3600 

vPC ピア リンク ポート 
チャネル ID（vPC Peer 
Link Port Channel ID） 

vPC ピア リンクのポートチャネル ID を指定します。このフィールドの

デフォルト値は 500 です。 

• 最小値：1 

• 最大値：4096 

vPC IPv6 ND 
同期 

vPC スイッチ間の IPv6 ネイバー探索同期を有効にします。デフォルトで

チェックボックスはオンになっています。この機能を無効にするには、チ

ェックボックスをオフにします。 

vPC ドメイン ID の範囲

（vPC Domain Id 
Range） 

新しいペアリングに使用する vPC ドメイン ID の範囲を指定します。 

vPC  レイヤ 3  ピア 
ルータ オプション 

両方のピアとのピアリング隣接関係を形成するためレイヤ 3 デバイスを

有効にします。 
 

両方のピアでこのコマンドを設定します。ピアの 1 つで

のみこのコマンドを構成するか、  

 1 つのピアで無効にするとレイヤ 3   
peer-router の動作状態は無効になります。動作状態が変
化すると 
通知を受け取ります。 

 
次の作業：必要に応じて別のタブで構成を完了するか、このファブリックに必要な構成が完了した

ら [保存（Save）] をクリックします。  
 

プロトコル 
[プロトコル（Protocols）] タブのフィールドについては、次の表で説明します。ほとんどのフィ

ールドは、シスコが推奨するベストプラクティスの構成に基づいて自動的に入力されますが、必

要に応じてフィールドを更新できます。 
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フィールド 説明 

OSPF プロセス タグ

（OSPF Process Tag） 
[一般パラメータ（General Parameters）] タブの [ルーティング プロトコ

ル（Routing Protocol）] で ospf を選択した場合、 
このフィールドは編集可能になります。  

 
OSPF ルーティング プロセス タグ（OSPF Routing Process Tag）。最大サイ

ズは 20 です。 

フィールド 説明 

OSPFエリアID このフィールドは、次の条件で編集可能になります。  
 

•  [一般パラメータ（General Parameters）] タブの [ルーティングプ

ロトコル（Routing Protocol）] フィールドで ospf を選択した場

合。 

• 上記の [OSPF プロセス タグ（OSPF Process Tag）] フィールドに値を

入力した場合。  
 
IP アドレス フォーマットの OSPF エリア ID。 

OSPFv3 プロセス タグ

（OSPFv3 Process 
Tag） 

[一般パラメータ（General Parameters）] タブの [ルーティング プロトコ

ル（Routing Protocol）] で ospf を選択した場合、 
このフィールドは編集可能になります。  

 
OSPFv3 ルーティング プロセス タグ（OSPFv3 Routing Process Tag）最大サ

イズは 20 です。 

OSPFv3 エリア ID
（OSPFv3 Area ID） 

このフィールドは、次の条件で編集可能になります。  
 

•  [一般パラメータ（General Parameters）] タブの [ルーティングプ

ロトコル（Routing Protocol）] フィールドで ospf を選択した場

合。 

• 上記の [OSPFv3 プロセス タグ（OSPFv3 Process Tag）] フィールド

に値を入力した場合。  
 
OSPDv3 エリア ID（OSPFv3 Area ID）は IP アドレス フォーマットです。 

 BGP 
の有効化（Enable 
BGP） 
認証 

[一般パラメータ（General Parameters）] タブの [ルーティング プロトコ

ル（Routing Protocol）] で ebgp を選択した場合、 
このフィールドは編集可能になります。  

 
BGP 認証を有効にする場合、このチェックボックスをオンにします。無

効にするにはチェックボックスをオフにします。このフィールドを有効

にすると、[BGP パスワード キー暗号化タイプ（BGP Password Key 
Encryption Type）] および [BGP ネイバー パスワード（BGP Neighbor 
Password）] フィールドが有効になります。 



7  

BGP  パスワード  キ
ー暗号化タイプ（BGP 
Password Key 
Encryption Type） 

このフィールドは、次の条件で編集可能になります。  
 

•  [一般パラメータ（General Parameters）] タブの [ルーティングプ

ロトコル（Routing Protocol）] フィールドで ebgp を選択した場

合。 

• 上記の [BGP 認証の有効化（Enable BGP Authentication）] フィールドを

有効にした場合。 
 
3DES 暗号化タイプの場合は 3、Cisco 暗号化タイプの場合は 7 を選択します。 

BGP ネイバー 
パスワード（BGP 
Neighbor Password） 

このフィールドは、次の条件で編集可能になります。  
 

•  [一般パラメータ（General Parameters）] タブの [ルーティングプ

ロトコル（Routing Protocol）] フィールドで ebgp を選択した場

合。 

• 上記の [BGP 認証の有効化（Enable BGP Authentication）] フィールドを

有効にした場合。 
 
VRF Lite BGP ネイバー パスワードを 16 進数文字列として入力します。 

 OSP
F 認証の有効化

（Enable OSPF 
Authentication） 

[一般パラメータ（General Parameters）] タブの [ルーティング プロトコ

ル（Routing Protocol）] で ospf を選択した場合、 
このフィールドは編集可能になります。  

 
OSPF 認証を有効にする場合、このチェックボックスをオンにします。

無効にするにはチェックボックスをオフにします。このフィールドを有

効にすると、OSPF 認証キー ID フィールドおよび OSPF 認証キー フィー

ルドが有効になります。 

フィールド 説明 

OSPF  認証キー ID
（OSPF Authentication 
Key ID） 

このフィールドは、次の条件で編集可能になります。  
 

•  [一般パラメータ（General Parameters）] タブの [ルーティングプ

ロトコル（Routing Protocol）] フィールドで ospf を選択した場

合。 

• 上記の [OSPF 認証の有効化（Enable OSPF Authentication）] フィールド

を有効にした場合。 
 
キー ID が入力されます。 

OSPF  認証キー

（OSPF 
Authentication Key） 

このフィールドは、次の条件で編集可能になります。  
 

•  [一般パラメータ（General Parameters）] タブの [ルーティングプ

ロトコル（Routing Protocol）] フィールドで ospf を選択した場

合。 

• 上記の [OSPF 認証の有効化（Enable OSPF Authentication）] フィールド

を有効にした場合。 
 
OSPF 認証キーは、スイッチからの 3DES キーである必要があります。

注：プレーン テキスト パスワードはサポートされていません。スイッ

チにログインし、暗号化キーを取得して、このフィールドに入力しま

す。詳細については、認証キーの取得の項を参照してください。 



8  

 

次の作業：必要に応じて別のタブで構成を完了するか、このファブリックに必要な構成が完了した

ら [保存（Save）] をクリックします。  
 

高度 
次のテーブルに[詳細（Advanced）] タブのフィールドが説明されています。すべてのフィール

ドは、シスコが推奨するベストプラクティスの構成に基づいて自動的に入力されますが、必要に

応じてフィールドを更新できます。 
 

フィールド 説明 

VRF テンプレート（VRF 
Template） 

VRF 作成のための VRF テンプレートを指定します。これらは、NDFC 
で提供される VRF 用の事前作成されたベスト プラクティス テンプレー

トです。テンプレートを指定する必要はありませんが、いずれかが自動

的に選択されます。 

ネットワークテンプレ

ート（Network 
Template） 

ネットワークVRF 作成のための VRF テンプレートを指定します。これ

らは、NDFC で提供されるネットワーク用の事前作成されたベスト プラ

クティス テンプレートです。テンプレートを指定する必要はありません

が、いずれかが自動的に選択されます。 

レイヤ 2 ホスト インタ

ーフェイス MTU
（Layer 2 Host 
Interface MTU） 

レイヤ 2 ホスト インターフェイスに MTU を指定します。この値は偶数

にする必要があります。 

 デフ

ォルトでのホスト イン

ターフェイスのシャッ

トダウン解除

（UnshutHost 
Interfaces by 
Default） 

デフォルトでホスト インターフェイスのシャットダウンを解除するには、この

チェックボックスをオンにします。 

電源モード 適切な電源モードを選択します。 

CoPP プロファイル ファブリックの適切なコントロール プレーン ポリシング（CoPP）プロフ

ァイル ポリシーを選択します。デフォルトでは、strict オプションが入力さ

れます。 

フィールド 説明 
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ブラウンフィールド  
ネットワーク名のフォ

ーマット（Brownfield 
Network Name 
Format） 

ブラウンフィールドのインポートまたは移行時にオーバーレイ ネット

ワーク名を作成するために使用するフォーマットを入力します。ネット

ワーク名には、アンダースコア（_）およびハイフン（-）以外の特殊文

字または空白が含まれないようにしてください。ブラウンフィールドの

移行が開始されたら、ネットワーク名を変更しないでください。ネット

ワーク名の命名規則については、スタンドアロン ファブリックのネッ

トワークの作成の項を参照してください。 

構 文 は  [<string> | VLAN_ID] で 、 デ フ ォ ル ト 値 は 
Auto_Net_VLANVLAN_ID です。ネットワークを作成すると、指定した

構文に従って名前が生成されます。 

次のリストで構文内の変数について説明します。 
 

• VLAN_ID：ネットワークに関連付けられた VLAN ID を指定します。  
 

VLAN ID はスイッチに固有であるため、 Nexus Dashboard Fabric 
Controller は、ネットワークが検出されたスイッチの 1 つから VLAN 
ID をランダムに選択し、名前に使用します。 

VLAN ID がファブリック全体で一貫していない限り、これを使用しな

いことを推奨します。 

• <string>：この変数はオプションであり、ネットワーク名のガイド

ラインを満たす任意の数の英数字を入力できます。 

オーバーレイ ネットワーク名の例は、Site_VLAN1234 です。 

 グリーンフィールド展開では、このフィールドを無視し

ます。 

ブートストラップ スイ

ッチの  CDP  の
有効化（Enable CDP 
for Bootstrapped 
Switch） 

ブートストラップ スイッチの管理（mgmt0）インターフェイスで CDP を
有効にします。デフォルトでは、ブートストラップ スイッチの場合、

mgmt0 インターフェイスで CDP は無効にされています。 

テナント DHCP の有効

化（Enable Tenant 
DHCP） 

機能 dhcp および関連する構成をファブリック内のすべてのスイッチで

グローバルに有効にするには、このチェックボックスをオンにします。

これは、テナント VRF の一部であるオーバーレイ ネットワークの 
DHCP をサポートするための前提条件です。 

 
オーバーレイプロファイルの DHCP 関連パラメータを有
効化する前に、  

  [テナントDHCPの有効化（Enable Tenant DHCP）] が有
効になっていることを確認してください。   
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NX-API を有効化

（Enable NX-API） 
HTTPS での NX-API の有効化を指定します。 

NX-API  HTTPS  ポー

ト 
数量 

[NX-APIの有効化（Enable NX-API）] オプションが有効になっている場

合、フィールドがアクティブになります。  
 
NX-API HTTPS ポート番号を入力します。デフォルト値は 443 です。 

フィールド 説明 

HTTP NX-API を有効化 HTTP での NX-API の有効化を指定します。HTTP を使用するには、[NX-
API の有効化（Enable NX-API）] チェック ボックスをオンにします。こ

のチェックボックスは、デフォルトでオンになっています。このチェック

ボックスをオフにすると、エンドポイント ロケータ（EPL）、レイヤ 4～
レイヤ 7 サービス（L4〜L7 サービス）、VXLAN OAM など、NX-API を
使用し、Cisco Nexus Dashboard Fabric Controller がサポートするアプリ

ケーションは、HTTP ではなく HTTPS の使用を開始します。 
 

[NX-API の有効化（Enable NX-API）] チェックボックス
をオンにし、  

 [HTTP での NX-API の有効化（Enable NX-API on 
HTTP）] チェックボックスをオンにすると、アプリケ
ーションは HTTP を使用します。  

NX-API HTTP ポー

ト 
数量 

[HTTP NX-APIの有効化（Enable HTTP NX-API）] オプションが有効に

なっている場合、フィールドがアクティブになります。NX-API HTTPS ポ
ート番号を入力します。デフォルト値は 80 です。 

厳密な構成コンプライ

アンスの有効化

（Enable Strict Config 
Compliance） 

このチェックボックスをオンにして、厳密な構成コンプライアンス機能

を有効にします。これにより、双方向のコンプライアンス チェックが有

効になり、インテント/期待されている構成に存在せず、実行構成内で追

加された構成には、フラグが付けられます。デフォルトでは、この機能

は無効になっています。 

 AAA  
IP 認証の有効化

（Enable AAA IP 
Authorization） 

IP 認証がリモート認証サーバーで有効になっている場合に、AAA IP 認
証を有効にします。これは、スイッチにアクセスできる IP アドレスを

顧客が厳密に制御できるシナリオで  Nexus Dashboard Fabric 
Controller をサポートするために必要です。 

トラップホストとして

の NDFC の有効化

（Enable NDFC as 
Trap Host） 

SNMP トラップの宛先として Nexus ダッシュボード ファブリック コント

ローラを有効にするには、このチェックボックスをオンにします。通常、

ネイティブHA Nexusダッシュボードファブリックコントローラの導入で

は、eth1 VIP IPアドレスがスイッチのSNMPトラップ宛先として設定され

ます。デフォルトでは、このチェックボックスは有効になっています。 

 集約/アク

セス自動ペアリングの

有効化（Enable 
Agg/Access Auto 
Pairing） 

バックツーバック vPC の場合、トポロジに基づいて集約デバイスとアク

セス デバイスを自動的にペアリングするには、このオプションを有効に

します。  
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 ルートマッ

プ  fabric-rmap-redist- 
subnet の作成（Create 
Route-map fabric-
rmap-redist- subnet） 

ルートマップ fabric-rmap-redist-subnet を作成するには、このオプショ

ンを有効にします。このルートマップはタグ 12345 とマッチします。 

グリーンフィールド  ク
リーンアップ オプショ

ン（Greenfield 
Cleanup Option） 

PreserveConfig=no の場合、リロードせずにスイッチ設定を消去するに

は、このフィールドを有効にします。 有効なオプションは、[有効

（Enable）] または [無効（Disable）] です。 

集約自由形式設定

（Aggregation 
Freeform Config） 

show running configuration からキャプチャされたすべての集約デバイス

の追加 CLI です。 

 フリーフ

ォーム設定へのアクセ

ス（Access Freeform 
Config） 

show running configuration からキャプチャされたすべてのアクセス デバ

イスの追加 CLI です。 

 

次の作業：必要に応じて別のタブで構成を完了するか、このファブリックに必要な設定が完了した

ら [保存（Save）] をクリックします。  
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リソース 
[リソース（Resources）] タブのフィールドについては、次の表で説明します。ほとんどのフィ

ールドは、シスコが推奨するベストプラクティスの構成に基づいて自動的に入力されますが、必

要に応じてフィールドを更新できます。 
 

フィールド 説明 

ネットワーク VLAN 範囲

（Network VLAN 
Range） 

スイッチごとのオーバーレイネットワークの VLAN 範囲（最小：2、最大：

4094）。  

Aggregation- 
Core/Aggregation- 
Edge 接続

（Aggregation- 
Core/Aggregation- 
Edge 
Connectivity） 

VRF Lite Aggregation-Core および Aggregation-Edge Router Inter-Fabric 
接続のオプションを指定します。オプションは、次のとおりです。 

• 自動（Auto）：アグリゲーションおよびコア スイッチで VRF Lite 設
定を自動的に生成します。このオプションは、コアレイヤに  Cisco 
Nexus 7000 または 9000 シリーズ スイッチを使用している場合にのみ

適用されます。 

• 手動（Manual）：コアレイヤに Cisco Catalyst 9000 シリーズ スイ

ッチまたは Cisco ASR 9000 シリーズ アグリゲーション サービス ル
ータを使用している場合は、このフィールドで [手動（Manual）] 
を選択します。NDFC を通じて提供される必要なポリシーを使用し

て、ポリシーを手動で作成する必要があります。詳細については、

VRF Liteを参照してください。  

VRF-Lite サブインタ

ーフェイス dot1q 範囲

（VRF-Lite 
Subinterface dot1q 
Range） 

VRF Lite 接続の集約 dot1q 範囲ごとに指定します（最小：2、最大：

4093）。 

集約 お

よびコア /エッジでの 
VRF Lite 設定の自動

生成（Auto Generate 
VRF Lite 
Configuration on 
Aggregation and 
Core/Edge） 

集約およびコア/エッジデバイスでの VRF Lite サブインターフェイスとピ

アリング設定の自動生成を制御するオプションです。このオプションを有

効にすると、自動的に作成された VRF Lite リンクで [フラグの自動生成

（Auto Generate Flag）] が有効になります。 

VRF Lite IP バージョン

（VRF Lite IP 
Version） 

VRF Lite の IP バージョンを選択します。オプションは次のとおりです。 
 

• IPv4_only 

• IPv6_only 

• IPv4_and_IPv6 

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-vrf-lite/vrf-lite.pdf
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IPv4 VRF サブネット 
IP 範囲と IPv4 VRF サ
ブ ネ ッ ト  マ ス ク 長

（IPv4 VRF Subnet IP 
Range and IPv4 VRF 
Subnet Mask Length） 

ピアツーピア集約コア接続、および vPC 集約スイッチ間のピアリングを割り当

てる IPv4 アドレス範囲。         

必要に応じて、次のフィールドを更新します。画面に表示される値は自

動的に生成されます。 

 
IP アドレス範囲または VRF/ネットワーク VLAN 範囲を更新する場合は、

他の範囲と重複しないようにしてください。一度に更新できる値の範囲は 
1 つだけです。複数の値の範囲を更新する場合は、別のインスタンスで実

行します。たとえば、レイヤ 2 およびレイヤ 3 の範囲を更新する場合は、

次の手順を実行する必要があります。 

 
1.L2 範囲を更新し、[保存（Save）] をクリックします。 

 2.[ファブリックの編集（Edit Fabric）] オプションをもう一度クリック

し、L3 範囲を更新して [保存（Save）] をクリックします。 
保存します。 

IPv6 VRF サブネット 
IP 範囲と IPv6 VRF サ
ブ ネ ッ ト  マ ス ク 長

（IPv6 VRF Subnet IP 
Range and IPv6 VRF 
Subnet Mask Length） 

ピアツーピア集約コア接続、および vPC 集約スイッチ間のピアリングを割

り当てる IPv6 アドレス範囲。 

必要に応じて、次のフィールドを更新します。画面に表示される値は自

動的に生成されます。IP アドレス範囲または VRF/ネットワーク VLAN 
範囲を更新する場合は、他の範囲と重複しないようにしてください。一

度に更新できる値の範囲は 1 つだけです。複数の値の範囲を更新する場

合は、別のインスタンスで実行します。たとえば、レイヤ 2 およびレイ

ヤ 3 の範囲を更新する場合は、次の手順を実行する必要があります。 

 
1.L2 範囲を更新し、[保存（Save）] をクリックします。 

 2.[ファブリックの編集（Edit Fabric）] オプションをもう一度クリック

し、L3 範囲を更新して [保存（Save）] をクリックします。 
保存します。 

VRF Lite VLAN 範囲

（VRF Lite VLAN 
Range） 

集約ペア間の VRF ごとの SVI ピアリングの VLAN 範囲（最小：2、最大：

4094）。  

 

次の作業：必要に応じて別のタブで構成を完了するか、このファブリックに必要な構成が完了した

ら [保存（Save）] をクリックします。  
 

管理性 
次の表では、[管理性（Manageability）] タブのフィールドについて説明します。ほとんどのフ

ィールドは、シスコが推奨するベストプラクティスの構成に基づいて自動的に入力されますが、

必要に応じてフィールドを更新できます。 
 

フィールド 説明 

DNS サーバー IP（DNS 
Server IPs） 

DNS サーバーの IP アドレス（v4/v6）のカンマ区切りリストを指定しま

す。 
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DNS サーバー VRF
（DNS Server VRFs） 

すべての DNS サーバに 1 つの VRF を指定するか、DNS サーバーごとに 
1 つの VRF を指定します。 

フィールド 説明 

NTP サーバー IP（NTP 
Server IPs） 

NTP サーバーの IP アドレス（v4/v6）のカンマ区切りリストを指定しま

す。 

NTP サーバー VRF
（NTP Server VRFs） 

すべての NTP サーバーに 1 つの VRF を指定するか、NTP サーバーごと

に 1 つの VRF を指定します。 

Syslog サーバー IP
（Syslog Server IPs） 

syslog サーバーの IP アドレスのカンマ区切りリスト（v4/v6）を指定しま

す（使用する場合）。 

Syslog サーバーの重要

度（Syslog Server 
Severity） 

syslog サーバーごとに 1 つの syslog 重大度値のカンマ区切りリストを

指定します。最小値は 0 で、最大値は 7 です。高いシビラティ（重大

度）を指定するには、大きい数値を入力します。 

Syslog サーバー VRF
（Syslog Server 
VRFs） 

すべての syslog サーバーに 1 つの VRF を指定するか、syslog サーバーご

とに 1 つの VRF を指定します。 

AAA フリーフォーム構

成（AAA Freeform 
Config） 

AAA フリーフォーム構成を指定します。 
 
ファブリック設定で  AAA 設定が指定されている場合は、

switch_freeform PTI で、ソースが  UNDERLAY_AAA で説明が  AAA 
Configurations であるものが作成されます。 

バナー Day バナーのメッセージを指定します。 
 

次の作業：必要に応じて別のタブで構成を完了するか、このファブリックに必要な設定が完了した

ら [保存（Save）] をクリックします。  
 

ブートストラップ 
次の表では、[ブートストラップ（Bootstrap）] タブのフィールドについて説明します。ほとんど

のフィールドは、シスコが推奨するベストプラクティスの構成に基づいて自動的に入力されます

が、必要に応じてフィールドを更新できます。 
 

フィールド 説明 
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ブートストラップの有

効化 
ブートストラップ機能を有効にします。ブートストラップを使用すると、

新しいデバイスを day-0 段階で簡単にインポートし、既存のファブリック

に組み込むことができます。ブートストラップは NX-OS POAP 機能を活

用します。 

スイッチを追加し、POAP 機能を使用するには、 
[ブートストラップの有効化（Enable Bootstrap）] と [ローカル DHCP サーバ

ーの有効化（Enable Local DHCP Server）] のチェックボックスをオンにしま

す。 
 
ブートストラップをイネーブルにした後、次のいずれかの方法を使用し

て、DHCP サーバで IP アドレスの自動割り当てをイネーブルにできま

す。 

• 外部 DHCP サーバー：[スイッチ管理デフォルト ゲートウェイ

（Switch Mgmt Default Gateway）] および [スイッチ管理 IP サブ

ネット プレフィックス（Switch Mgmt IP Subnet Prefix）] フィー

ルドに外部 DHCP サーバーに関する情報を入力します。 

• [ローカル DHCP サーバー（Local DHCP Server）]：[ローカル 
DHCP サーバー（Local DHCP Server）] チェックボックスをオン

にして、残りの必須フィールドに詳細を入力します。 

フィールド 説明 

 ローカル  
DHCP サーバーの有効

化 （Enable Local 
DHCP Server） 

ローカル DHCP サーバを介した自動 IP アドレス割り当ての有効化を開始

するには、このチェックボックスをオンにします。このチェックボックス

をオンにすると、[DHCP スコープ開始アドレス（DHCP Scope Start 
Address）] および [DHCP スコープ終了アドレス（DHCP Scope End 
Address）] フィールドが編集可能になります。 

このチェックボックスをオンにしない場合、Nexus ダッシュボード ファブ

リック コントローラは自動 IP アドレス割り当てにリモートまたは外部

DHCPサーバを使用します。 

DHCP バージョン このドロップダウンリストから [DHCPv4] または [DHCPv6] を選択しま

す。[DHCPv4] を選択すると、[スイッチ管理 IPv6 サブネット プレフィッ

クス（Switch Mgmt IPv6 Subnet Prefix）] フィールドは無効になりま

す。DHCPv6 を選択すると、[スイッチ管理 IP サブネット プレフィックス

（Switch Mgmt IP Subnet Prefix）] は無効になります。 
 

Cisco Nexus 9000 および 3000 シリーズ スイッチは、スイッ

チが レイヤ 2 隣接 

 （eth1 またはアウトオブバンドサブネットは /64 である必

要があります）またはいずれかの IPv6/64 サブネットに存在する L3  
隣接である場合にのみ、IPv6 POAP をサポートします。
プレフィックスが /64 以外のサブネットは 
サポートされません。 
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DHCP スコープ開始ア

ドレス（DHCP Scope 
Start Address ） と 
DHCP スコープ終了ア

ドレス（DHCP Scope 
End Address） 

スイッチ アウトオブバンド POAP に使用される IP アドレス範囲の最初と

最後の IP アドレスを指定します。 

スイッチ管理デフォルト 
ゲートウェイ（Switch 
Mgmt Default 
Gateway） 

スイッチの管理 VRF のデフォルト ゲートウェイを指定します。 

スイッチ 管理  
IP サブネット プレフィ

ックス（Switch Mgmt 
IP Subnet Prefix） 

スイッチの Mgmt0 インターフェイスのプレフィックスを指定します。

プレフィックスは 8 ～ 30 の間である必要があります。 

DHCP スコープおよび管理デフォルト ゲートウェイ IP アドレスの仕様

（DHCP scope and management default gateway IP address specification）：

管理デフォルト ゲートウェイ IP アドレスを 10.0.1.1 に、サブネット マ
スクを 24 に指定した場合、DHCP スコープが指定したサブネット、

10.0.1.2～10.0.1.254 の範囲内であることを確認してください。 

DHCPv4 マルチ サブネ

ット範囲（DHCPv4 
Multi Subnet Scope） 

1 行に 1 つのサブネット範囲を入力して、フィールドを指定します。[ロ
ーカル DHCP サーバーの有効化（Enable Local DHCP Server）] チェ

ックボックスをオンにすると、このフィールドは編集可能になります。

範囲のフォーマットは次のように定義します。 

[DHCP スコープ開始アドレス、DHCP スコープ終了アドレス、スイッ

チ管理デフォルト ゲートウェイ、スイッチ管理サブネット プレフィッ

クス（DHCP Scope Start Address, DHCP Scope End Address, Switch 
Management Default Gateway, Switch Management Subnet Prefix）] 

例：10.6.0.2, 10.6.0.9, 10.6.0.1, 24 

AAA 構成の有効化

（Enable AAA Config） 
ブートストラップ後のデバイス起動構成の一部として [管理可能性

（Manageability）] タブから AAA 構成を含めるには、このチェックボック

スをオンにします。        
  

フィールド 説明 

ブートスト

ラップ構成 
自由形式 （オプション）必要に応じて追加のコマンドを入力します。たとえば、

デバイスにプッシュするいくつかの追加の設定が必要であり、ポスト デ
バイス ブートストラップが使用可能である場合、このフィールドでキャ

プチャして要求のとおりに保存することが可能です。デバイスの起動

後、[ブートストラップ  フリーフォーム構成（Bootstrap Freeform 
Config）] フィールドで定義された構成を含めることができます。 



17  

  
running-config をコピーして  [ フリーフォーム構成（ freeform 
config）] フィールドに、NX-OS スイッチの実行設定と同様の、正しい

インデントでコピーアンドペーストします。freeform config は running 
config と一致する必要があります。詳細については、ファブリック スイ

ッチでのフリーフォーム設定の有効化を参照してください。 
 

次の作業：必要に応じて別のタブで構成を完了するか、このファブリックに必要な設定が完了した

ら [保存（Save）] をクリックします。  
 

構成 バックアップ 
次の表では、[構成バックアップ（Configuration Backup）] タブのフィールドについて説明しま

す。ほとんどのフィールドは、シスコが推奨するベストプラクティスの構成に基づいて自動的に

入力されますが、必要に応じてフィールドを更新できます。 
 

フィールド 説明 

毎時ファブリック バッ

クアップ 
ファブリック構成とインテントの毎時バックアップを有効にします。時

間単位のバックアップは、その時間の最初の 10 分間にトリガーされま

す。 

スケジュール済み フ

ァブリック バックアッ

プ（Scheduled Fabric 
Backup） 

毎日のバックアップを有効にします。このバックアップは、構成のコン

プライアンスによって追跡されないファブリック デバイスの実行構成

の変更を追跡します。 

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-enabling-freeform-configurations/enabling-freeform-configurations-on-fabric-switches.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-enabling-freeform-configurations/enabling-freeform-configurations-on-fabric-switches.pdf
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フィールド 説明 

予定時刻 スケジュールされたバックアップ時間を 24 時間フォーマットで指定し

ます。[スケジュール済みファブリック  バックアップ（Scheduled 
Fabric Backup）] チェックボックスをオンにすると、このフィールド

が有効になります。 

両方のチェックボックスをオンにして、両方のバックアップ プロセスを

有効にします。[保存（Save）]をクリックすると、バックアップ プロセ

スが開始されます。 

スケジュールされたバックアップは、指定した時刻に最大 2 分の遅延で

トリガーされます。スケジュールされたバックアップは、構成の展開ス

テータスに関係なくトリガーされます。 

NDFC で保持されるファブリック  バックアップの数は、 [設定

（Settings）] [サーバー設定（Server Settings）] [LAN ファブリック

（ LAN Fabric ） ] [ ファブリックあたりの最大バックアップ数

（Maximum Backups per Fabric）] によって決定されます。 

保持できるアーカイブ ファイルの数は、[サーバー プロパティ（Server 
Properties）] ウィンドウの [保持するデバイスあたりのアーカイブ フ
ァイル数（# Number of archived files per device to be retained:）] フ
ィールドで設定します。 

即時バックアップをトリガするには、次の手順を実行します。 
 

1. [LAN] > [トポロジ（Topology）] を選択します。 

2. 特定のファブリック ボックス内をクリックします。[ファブリック ト
ポロジ (fabric topology)] 画面が表示されます。 

3. ファブリック内のスイッチを右クリックし、[構成のプレビュー（Preview 
Config）] を選択します。 

4. このファブリックの [構成のプレビュー（Preview Config）] ウィンドウ

で、[すべて再同期（Re-Sync All）] をクリックします。 
 
ファブリック トポロジ ウィンドウでファブリック バックアップを開始

することもできます。[アクション（Actions）] ペインで [今すぐバッ

クアップ（Backup Now）] をクリックします。 
 

次の作業：必要に応じて別のタブで構成を完了するか、このファブリックに必要な設定が完了した

ら [保存（Save）] をクリックします。  
 

Flow Monitor 
次の表では、[フローモニター（Flow Monitor）] タブのフィールドについて説明します。ほとん

どのフィールドは、シスコが推奨するベストプラクティスの構成に基づいて自動的に入力されま

すが、必要に応じてフィールドを更新できます。 
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フィールド 説明 

NetFlow を有効にする このファブリックの集約デバイスで NetFlow を有効にするには、このチェ

ックボックスをオンにします。デフォルトでは、Netflow は無効になって

います。有効にすると、NetFlow 構成は、NetFlow をサポートするすべて

の集約デバイスに適用されます。 
 

ファブリックで NetFlow が有効になっている場合でも、 
ダミーの no_netflow PTI を設定することにより、特定のスイッチで 

netflow を処理しないようにすることができます。  
 
netflow がファブリック レベルで有効になっていない場合、インターフ

ェイス、ネットワーク、または VRF レベルで netflow を有効にすると、

エラー メッセージが生成されます。Cisco NDFC の Netflow サポートに

ついては、Netflow  Support を参照してください。 
 

[ネットフロー エクスポータ（Netflow Exporter）] エリアで、[アクション（Actions）] > [追加

（Add）] の順にクリックして、1 つ以上の Netflow エクスポータを追加します。このエクスポー

タは、NetFlow データの受信側です。この画面のフィールドは次のとおりです。 

• [エクスポータ名（Exporter Name）]：エクスポータの名前を指定します。 

• [IP]：エクスポータの IP アドレスを指定します。 

• [VRF]： エクスポータがルーティングされる VRF を指定します。 

• [送信元インターフェイス（Source Interface）]：送信元インターフェイス名を入力します。 

• [UDP ポート（UDP Port）]：Netflow データがエクスポートされる UDP ポートを指定します。 
 

[保存（Save）] をクリックしてエクスポータを構成します。破棄するには、[キャンセル

（Cancel）] をクリックします。既存のエクスポータを選択し、[アクション（Actions）] > [編集

（Edit）] または [アクション（Actions）] > [削除（Delete）] を選択して、関連するアクションを

実行することもできます。 

[Netflow  レコード（Netflow Exporter）] エリアで、[アクション（Actions）] > [追加（Add）] の順

にクリックして、1 つ以上の Netflow レコードを追加します。この画面のフィールドは次のとおりで

す。 

• [レコード名（Record Name）]：レコードの名前を指定します。  

• [レコード テンプレート（Record Template）]：レコードのテンプレートを指定します。レコ

ード テンプレート名の 1 つを入力します。 
次の 2 つのレコード テンプレートを使用できます。カスタム Netflow レコード テンプレートを

作成できます。テンプレート ライブラリに保存されているカスタム レコード テンプレートは、

ここで使用できます。 

◦ netflow_ipv4_record - IPv4 レコード テンプレートを使用します。 

◦ netflow_l2_record - レイヤ 2 レコード テンプレートを使用します。 

• [レイヤ 2 レコード（Is Layer2 Record）]：レコードが Layer2 Netflow の場合は、このチェック 
ボックスをオンにします。 

 
[保存（Save）] をクリックしてレポートを構成します。破棄するには [キャンセル（Cancel）] をク

リックします。既存のレコードを選択し、[アクション（Actions）] > [編集（Edit）] または [アク

ション（Actions）] > [削除（Delete）] を選択して、関連するアクションを実行することもできま

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-netflow-support/netflow-support.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-netflow-support/netflow-support.pdf
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す。 

[Netflow モニター（Netflow Monitor）] 領域で、[アクション（Actions）] > [追加（Add）] の順に

クリックして、1 つ以上の Netflow モニターを追加します。この画面のフィールドは次のとおりで

す。 

• [モニター名（Monitor Name）]：モニターの名前を指定します。 

• [レコード名（Record Name）]：モニターのレコードの名前を指定します。 

• [エクスポータ 1 の名前（Exporter1 Name）] - ネットフロー モニタのエクスポータの名前を指定

します。 

• [エクスポータ 2 の名前（Exporter2 Name）] -（オプション）ネットフロー モニタの副次的な

エクスポータの名前を指定します。 

各 netflow モニタで参照されるレコード名とエクスポータは、「Netflow レコード（Netflow 
Record）」と「Netflow エクスポータ（Netflow Exporter）」で定義する必要があります。 

[Netflow サンプラー（Netflow Sampler）] エリアで、[アクション（Actions）] > [追加（Add）] の
順にクリックして、1 つ以上の Netflow サンプラーを追加します。これらはオプションのフィールド

であり、ファブリックに N7K アグリゲーション スイッチがある場合にのみ適用されます。この画面

のフィールドは次のとおりです。 

• [サンプラー名（Sampler Name）]：サンプラーの名前を指定します。  

• サンプル数 

• サンプリングごとのパケット数。 
 

[保存（Save）] をクリックして、モニターを構成します。破棄するには [キャンセル（Cancel）] 
をクリックします。既存のモニタを選択し、[アクション（Actions）] > [編集（Edit）] または 
[アクション（Actions）] > [削除（Delete）] を選択して、関連するアクションを実行することも

できます。 

次の作業：必要に応じて別のタブで構成を完了するか、このファブリックに必要な設定が完了した

ら [保存（Save）] をクリックします。  
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